
カメムシ類だけでも、日本には色も形も多種多様な仲

間が存在します。

　中には、美しさから「歩く宝石」と呼ばれる種もあり

ます。例えば、日本の切手にもなったアカスジキンカメ

ムシは光沢のある鮮やかな模様が特徴。同じ仲間の

ニシキキンカメムシは、角度によって虹色に変わる金

属光沢を持ち、その輝きは写真では伝えきれません。

さらに、黒と赤が基調のベニツチカメムシは、卵を団

子状にまとめて運ぶというユニークな子育て行動で

知られ、ボロボロノキの実しか食べないという生態も

興味深い存在です。前ばねがレース状になったグンバ

イムシや、背中にハート模様をもつエサキモンキツノ

カメムシなども魅力的です。僕が最初に惹かれたの

は、地味なクサギカメムシでした。よく見ると茶色の中

に複雑な色合いや模様があり、「ただの厄介者」では済

ませられない美しさを秘めていたのです。こうした多

様性こそ、カメムシの奥深い魅力です。

僕が絵本『わたしたちのカメムシずかん ：やっかいも

のが宝ものになった話』（福音館書店）に関わることに

なったのは、出版社に届いた手紙がきっかけでした。

岩手県葛巻町の江刈小学校の校長先生が「子どもた

ちが採集したカメムシの名前が合っているか不安な

ので、見てもらえませんか」という依頼に、そんな学校

があるのかと驚きつつ、現地を訪ねることにしました。

江刈小学校では、当初は「厄介者」だったカメムシが、

校長先生の『カメムシにはいろんな種類がいるようで

す。みんなでいっしょにしらべてみませんか？』という

言葉をきっかけに、観察と記録の対象に変わっていま

した。子どもたちは捕まえたカメムシを種類ごとに分

類し、採集日や場所、発見者の名前まで丁寧に記録。

写真や観察メモを添えた手作りの図鑑を作り、さらに

専門家に確認を依頼するなど、正確さを追求しました。

こうした記録は学術的にも価値が高く、調査の結果、

この地域には200種以上のカメムシが生息している

ことが明らかになりました。

この活動は、全校生徒が数十人という小規模校

だったからこそ、子どもも先生も一丸となって進め

られたのだと思います。その活動を知った著者の鈴

木海花さんも虫好きの女性なのですが、「是非、私

も一緒に行って取材させてください」という雰囲気

になり、それをきっかけに素晴らしい本が仕上がっ

たのです。イラストは画家のはたこうしろうさんが

描いてくれました。僕からは、ほとんど注文をつけ

ていません。取材をもとに描かれた風景や場面は、

すべて子どもたちの活動から生まれています。細部

まで忠実に描かれたカメムシや景色は、ページをめ

くるだけで現地の空気感や子どもたちの息づかい

まで伝わってくるようです。

この活動は学校の枠を超え、村全体に広がりまし

た。僕たちが訪れた際には村長や教育長も同席し、地

域ぐるみでカメムシを「資源」として盛り上げていたの

です。ワインや木材といった地場産業に加え、「カメム

シ」という一見価値がなさそうな存在を新たな地域

資源として捉えた発想はとてもユニークでした。自然

観察や環境教育を軸にした地域おこしの好例であり、

こうした取組みはもっと広がってほしいと感じます。

　実際、日常的に目にする“臭いカメムシ”はごく限

られた種類で、世界には驚くほど多様でユニークな

習性を持つ仲間がたくさんいます。名前を知ること

で、その存在が 「ただの厄介者」から「興味深い生

き物」へと変わって見えてくる──。

苦手な生き物にも役割や魅力があることを知ること

は、多様性を受け入れる一歩になります。

10月（神無月）「スポーツの日」

10月第2月曜日は、1964年初の東京オリンピック
の開会式に因んだ祝日スポーツの日です。先月９月世

界陸上が東京で開催されまし
たが、最初は中学駅伝の小説
『あと少し、もう少し』です。弱
小陸上部で駅伝に参加できる
選手が3名しかおらず、他の部
活生徒やヤンチャ生徒を入れ
て出場します。駅伝の6区間
を章立てとして、それぞれの

走者目線で物語が転換し臨場感が味わえます。困難
を抱えた6人の走者の襷がきっちりと繋がることで、
不甲斐ない現状を超えて新たな境地が見えてきます。
仲間と一緒に何か1つのことに打ち込めることは素敵
なことですね。駅伝だけでなく、あなたも誰からか渡
された襷を次の人に渡してみませんか。
次は、車いすテニスプレイヤー小田凱人さんの『I 

am a Dreamer 最速で夢を叶える逆境思考』です。
彼は、先月、四大大会とパラリンピック全てを制覇す
る生涯ゴールデンスラムを史上最年少の19歳で達
成しました。病気により9歳で車いすユーザーとなっ
た小田さんが、大好きだったサッカー選手の夢を断念

してから車いすテニスのプロ選
手になった18歳までを振り返
り、なぜ短期間に世界のトップ
選手になれたかの理由を解き
明かします。車いすテニスを極
めたいという好奇心が、次から
次へと楽しみを生み出していき
ます。独自の美学をもち、健常

者と比べて、パラスポーツ選手が批判に晒されにくい
立場であることに違和感があるとも述べています。

　来月11月には、ろう者のオリンピック「デフリンピッ
ク」が日本で初めて開催されます。『世界に挑む！デフ
アスリート 聴覚障害とスポーツ』は、手話や口話法に
よる教育、ろうスポーツの歴史、パラリンピックとの違
い、デフリンピックで活躍してい
る選手へのインタビューにより
、デフリンピックの理解を深めさ
せてくれます。スタートは３つの
ランプが次々点灯し、審判の判
定はフラッグを使用し、オリンピ
ックにない競技に、オリエンテー
リングとボーリングがあります。
世界中のデフアスリートが集うデフリンピックをこの
機会に応援しましょう。
最後は、経営学の権威ドラッカーの教えを高校野

球に応用した小説『もし高校野球の女子マネージャ
ーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら』です。
一冊の経営書から、女子高生がマネージャーの資質
は「真摯さ」と気づき、組織の定義づけ、顧客とは誰
か、現実・欲求・価値のマーケティング、生産性、フィ

ードバック、継続学習、人
を生かす組織そして、「ノ
ーバント・ノーボール」の
イノベーション、社会への
貢献と次々に仲間と一緒
に実践して甲子園を目指
すところが爽快です。ドラ
ッカーの引用文が所々に

出てきますが、その要点を見事に具現化していく場
面は、きっとあなたにも参考になるはずです。望まな
ければ始まらない。実行することで
夢に近づきます。

瀬尾まいこ・著
新潮社

森埜こみち・著
ぺりかん社

小田凱人・著
KADOKAWA

岩崎夏海・著
新潮社
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